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青
梅
宿
懐
古
自
動
車
同
窓
会
代
表
　
松
永
栄
さ
ん
　
青
梅
市
新
町

車
が
人
生
を
豊
か
に

放
送
さ
れ
、
個
性
的
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
や
社
会
風
刺

も
盛
り
込
ま
れ
た
斬
新
な

ス
ト
ー
リ
ー
が
話
題
を
呼

ん
だ
。

　

友
永
さ
ん
は
、
自
身
の

作
品
を
展
示
す
る
「
深
沢

小
さ
な
美
術
館
」
を
開
い

て
い
る
。
展
示
作
品
の
中

に
は
同
物
語
の
放
送
後
、

友
永
さ
ん
の
元
に
戻
っ
た

人
形
約
２
０
０
体
以
上
を

随
時
展
示
し
て
い
る
。

　

プ
リ
ン
プ
リ
ン
の
仲
間

の
ボ
ン
ボ
ン
、
オ
サ
ゲ
、

カ
セ
イ
ジ
ン
、
怪
人
ラ
ン

カ
ー
、
ル
チ
将
軍
、
名
探

偵
シ
ャ
ー
レ
ッ
ケ
・
マ
イ

ホ
ー
ム
な
ど
当
時
の
放
送

を
知
る
人
に
は
懐
か
し
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
並
ん
で

い
る
。

　

放
送
は
毎
週
月
曜
22
時

50
分
～
23
時
20
分
。
50
話

を
予
定
す
る
。

　

友
永
さ
ん
は
「
再
放
送

を
通
じ
、
物
語
と
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん

が
懐
か
し
い
思
い
に
浸

り
、
当
時
は
難
し
い
と
思

わ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
も
今

な
ら
な
る
ほ
ど
と
思
っ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

入
館
料
大
人
５
０
０

円
、小
中
高
生
３
０
０
円
。

水
曜
・
木
曜
休
館
。
12

月
～
３
月
は
冬
季
休
館
。

問
い
合
わ
せ
は
０
４
２

（
５
９
５
）
０
３
３
６
へ
。

　

あ
き
る
野
市
深
沢
在

住
の
造
形
作
家
、
友
永

詔あ
き
み
つ三

さ
ん
が
人
形
制
作
を

手
掛
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

の「
プ
リ
ン
プ
リ
ン
物
語
」

＝
写
真
＝
が
10
月
14
日
か

ら
地
上
波
、
Ｅ
テ
レ
で
再

放
送
さ
れ
る
。

　

同
物
語
は
、
プ
リ
ン

セ
ス
・
プ
リ
ン
プ
リ
ン

が
、
ま
だ
見
ぬ
祖
国
を
求

め
て
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に

世
界
中
を
旅
す
る
も
の
。

１
９
７
９
年
か
ら
３
年
間

　

青
梅
宿
懐
古

自
動
車
同
窓
会

が
11
月
16
日
、

Ｔ
Ｃ
Ｎ
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
永
山

（
青
梅
市
本
町
）

で
開
催
さ
れ

る
。
首
都
圏
を

中
心
に
関
東
甲

信
越
か
ら
旧
車

お
よ
そ
１
３
０

台
が
勢
揃
い
す

る
。

　

１
９
９
６

（
平
成
８
）
年

か
ら
「
青
梅
宿

ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の

一
環
と
し
て
開

催
し
て
き
た
も

の
で
、
街
中
走

デ
ザ
イ
ン
部
門
に
勤
め

た
。
そ
の
後
、
経
営
企
画

部
門
や
総
務
部
で
仕
事
を

し
て
、
総
務
に
所
属
し
て

い
た
時
は
ア
ー
カ
イ
ブ
歴

史
担
当
を
務
め
た
。

　

仕
事
は
正
に
天
職
。
車

好
き
に
拍
車
が
か
か
り
、

こ
れ
ま
で
購
入
し
た
車
は

40
台
を
超
え
る
。
Ｂ
Ｓ
日

本
テ
レ
ビ
の
「
お
ぎ
や
は

ぎ
の
愛
車
遍
歴
」
に
も
出

演
し
た
ほ
ど
だ
。

　

現
在
は
初
代
シ
ル
ビ
ア

や
コ
ス
モ
ス
ポ
ー
ツ
、
ト

ヨ
タ
ス
ポ
ー
ツ
８
０
０
＝

写
真
＝
な
ど
旧
車
４
台
が

ガ
レ
ー
ジ
と
庭
を
占
拠
す

る
。
し
っ
か
り
手
入
れ
を

行
い
、
愛
情
を
注
い
で
大

切
に
乗
っ
て
い
る
と
い

う
。
休
日
に
は
気
持
ち
よ

く
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
、

至
福
の
と
き
を
過
ご
す
。

　

妻
は
「
道
楽
だ
」
と
言

い
な
が
ら
も
温
か
く
見
守

る
。
慶
応
義
塾
大
１
年
の

大
樹
さ
ん
は
松
永
さ
ん
同

様
車
好
き
。
血
を
継
い
で

く
れ
た
。

　
「
車
が
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
た
。
多
く
の
人

と
の
交
流
の
機
会
を
く
れ

る
趣
味
で
す
」
と
感
謝
す

る
。

行
も
行
い
、
カ
ー
マ
ニ
ア

の
注
目
を
集
め
る
イ
ベ
ン

ト
だ
。

　

青
梅
市
新
町
の
松
永
栄

さ
ん
は
７
年
前
か
ら
同
窓

会
の
代
表
を
務
め
、
イ
ベ

ン
ト
の
案
内
か
ら
運
営
を

担
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
時
か
ら
車
が

大
好
き
だ
っ
た
。
美
大
を

卒
業
後
、
日
野
自
動
車
の

旧車に囲まれ　愛情を注いで大切に乗る

テレビ番組の「愛車遍歴」にも出演した松永さん（左）

「プリンプリン物語」Ｅテレで再放送
あきる野市の友永さんが人形を制作

良
い
し
、
音
色
が
何
と
も

言
え
ず
良
い
」
と
魅
力
を

語
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
11

月
３
日
に
は
山
梨
県
中
央

市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
虚
無

僧
行
列
に
参
加
す
る
。
式

典
が
行
わ
れ
る
乙
黒
明
暗

寺
は
鈴
法
寺
と
深
い
法
縁

が
あ
っ
た
寺
だ
と
い
う
。

岡
本
さ
ん
は
「
尺
八
は
世

界
に
広
が
る
可
能
性
を
も

つ
日
本
の
文
化
。
青
梅
の

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
の
柱

に
な
る
事
業
を
創
出
し
て

次
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

数
え
、
青
梅
市
新
町
に
あ

っ
た
鈴
法
寺
は
根
本
道

場
と
し
て
栄
え
た
。
だ

が
、
明
治
時
代
、
神
道
と

仏
教
の
分
離
を
推
し
進
め

る
「
廃
仏
毀
釈
（
は
い
ぶ

つ
き
し
ゃ
く
）」
の
中
で
、

普
化
宗
は
禁
止
さ
れ
、
鈴

法
寺
も
廃
寺
と
な
り
、
そ

の
後
、
焼
失
し
た
。

　

梅
ま
つ
り
と
と
も
に
、

活
動
の
場
に
な
る
の
が

「
青
梅
宿
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」。
今
年
は
11

月
16
日
～
17
日
に
開
催
さ

れ
、
同
会
の
出
番
は
16 

日
。
13
時
30
分
頃
か
ら
青

梅
駅
‐
西
分
交
差
点
‐
宗

徳
寺
門
前
‐
乗
願
寺
門
前

‐
勝
沼
ス
テ
ー
ジ
を
回
る

予
定
だ
。

　

80
歳
で
最
年
長
の
加
藤

和
生
さ
ん
は
尺
八
を
始
め

て
20
年
余
り
。「
健
康
に

　

青
梅
市
で
開
催
さ
れ
る

吉
野
梅
郷
梅
ま
つ
り
な
ど

で
、
虚
無
僧
姿
の
一
団
が

尺
八
を
吹
き
行
列
、
ま
つ

り
に
味
わ
い
を
加
え
る
。

深
編
み
笠
に
頭
陀
袋
。
時

代
劇
の
世
界
へ
誘
い
込

み
、
し
ば
し
日
常
を
忘
れ

イ
ベ
ン
ト
で
虚
無
僧
行
列
（
無
形
伝
承
練
り
行
）

さ
せ
て
し
ま
う
。

　

一
団
は
、
江
戸
時
代
に

青
梅
が
尺
八
の
聖
地
だ
っ

た
こ
と
を
啓
発
活
動
す

る
「
青
梅
の
尺
八
文
化
を

つ
な
ぐ
会
」。
活
動
を
初

め
て
５
年
、
代
表
の
岡
本

昌
己
さ
ん
ら
顧
問
を
含
め

23
人
が
所
属
。
普
段
は
そ

れ
ぞ
れ
が
身
近
に
あ
る
尺

八
の
会
な
ど
で
稽
古
を
重

ね
、
技
能
向
上
に
励
む
。

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
集
合

し
、虚
無
僧
姿
で
行
脚
し
、

活
動
を
広
げ
て
い
る
。

　

虚
無
僧
は
、
中
国
唐
時

代
の
普
化
（
ふ
け
）
禅
師

を
祖
と
す
る
禅
宗
の
一

派
、
普
化
宗
が
始
ま
り
。

編
み
笠
、
頭
陀
（
ず
だ
）

袋
、
わ
ら
じ
の
姿
で
各
地

を
巡
る
托
鉢
は
南
北
朝
時

代
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
江
戸
幕
府
は
虚

無
僧
に
な
れ
る
の
は
武
士

だ
け
と
定
め
、
全
国
を
通

行
で
き
る
自
由
を
与
え
る

一
方
、
隠
密
と
し
て
諸
藩

の
動
き
を
探
っ
た
者
も
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
が
謎
も

多
い
。

　

こ
の
こ
ろ
全
国
の
虚
無

僧
寺
は
約
１
２
０
カ
所
を

江戸時代　青梅が尺八の聖地だったと啓発

メンバーがそろって「青梅宿アートフェスティバル」に参加

青梅の街中を行く虚無
僧行列（上）稽古に励
むメンバー

「青梅の尺八文化をつなぐ会」


